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ジャパン・プラットフォーム（2000年8月設立）

NGO47団体が参加

NGO、経済界、政府の連携により、大災害などの緊急時にNGOに初動資金を迅
速に提供するしくみ。これまでに300億円を超える資金（ODA資金、民間寄付
金）が流れ、日本のNGOの活動は飛躍的に広がった。



アジアパシフィックアライアンス（A-PAD）とは







「過疎地医療×国際緊急医療」オーバーラップ構想

医療過疎を解消し、脳血管障害等に対応するため、専門医を中心とする医療チームの拠点を神石高原町
内に置き、災害やパンデミックなどの緊急時にはチームを国内外に派遣する。地域の病院や近郊都市の
大学病院などと提携し、ヘリ、４駆のドクターカーなどの搬送手段を確保する。

専門医を含む豊富な医療スタッフを擁する。
ヘリなどの緊急搬送手段を持ち、複雑な疾患の場合は近隣の大病院に移送する。
過疎地をベースとするが、災害等の緊急時には国内外に医療チームを派遣する。

スーパー診療所とは？

市立病院等

ピースウィンズ・
ジャパン
（PWJ）

アジアパシフィック
アライアンス
（A-PAD）

市民・企業

緊急時は国内外の
災害現場等に派遣

提携

新スキームのモデルとして支援

スーパー診療所近隣医療機関

平時は地域医療に貢献

厚生労働省 外務省

寄付（ふるさと
納税など）

連携
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ヘリの効果的運用：医療搬送＆災害対応

Civic ForceとPWJは気仙沼医療圏で、ヘリによる

救急医療搬送を支援。

従来のドクターヘリ

よりはるかに低コス

トで医療過疎の解決

を図っている。

新型医療搬送ヘリ ドクターヘリ

初期コスト 中古機体を活用し１億円程度
機体3億円＋高度な医療機器で計6-7
億円

ランニングコスト 年5000-6000万円程度で運用可能 年間2億円以上

運用の柔軟性

山間部や離島に配置すれば、都市
部の病院まで片道飛行で搬送でき、
時間が大幅に短縮できる。夜間も
飛行可能

夜間は飛ばない。都市部（県庁所在
地等）に置かれているため、往復が
必要で、山間部や離島側の天候に
よっては飛べない


